
指導案 生徒の活動 講師の支援

導入

■ 出前授業「服のチカラ」について（ 6～8月）
・ユニーク /ジーユーとは？（ 5分）
・難民とは？（7分）　
・体験ワーク（15分）　
・服のチカラでできること（ 7分）　
・私たちにできること（ 7分）　
・SDGsに関係すること（ 5分）　
・まとめ（5分）　

展開

■ 校内や地域で服の回収を呼びかけ（授業後～ 11月）
・子どもたちが主体となり、校内や地域に服の回収を呼びかける方法を考え、実践します。子どもたちの自由な発想と、行動力が発揮
されます。
・いつ、どこで、だれに、どうやって呼びかけるか。子どもたちがアイディアを出し、協力を呼びかけます。
・役割分担を決め、ポスターや回収ボックスを作成します。
・校内放送や全校集会で学校内に呼びかけたり、近隣の小学校や幼稚園を訪問し、手作りの紙芝居で説明するなど工夫を凝らして、
衣服の回収への協力を募ります。

■ 服の回収・発送（～ 11月末）
・服を回収し、倉庫へ発送します。段ボール箱や発送伝票は事前にお送りするので、学校側の費用負担はありません。
・回収後は段ボールで指定の倉庫へ発送してください。服は倉庫で選別や梱包をされ、難民キャンプなどへ届けられます。
・回収商品：子ども服全般。サイズ、ブランドは問いません。（下着・小物類は不可）

まとめ

■ 報告（1月）
・回収した服は、弊社が UNHCRと難民キャンプなどに責任を持って届けます。
・活動終了後、集めた服がどう役立ったのか、学校にフォトレポートを送ります。

■ アワード授賞式： 2月
・優れた取組みを行った学校を表彰します。


